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AnapproximatealmostperiodicityofEfunctionisproposed，whichleadsthatthenumbersof

valuestakenbythefunctionareO(T）ｉｎｌ＃|＜ｍ

Ｈｏｗｅｖｅｒｔｈｅｐｒｏｏｆｉｓｇｉｖｅｎｏｎｌｙｏｎｔｈｅｌｉｎｅ〃＝1．

１．序論

１/2＜ぴに於て〔(s)，Ｓ＝ぴ＋〃はBesicovitchの概

周期性（B・a.p､）を持つ'>，即ち

凧に斜'f(叶玲)-f(')'“……(,）
を任意のｅに対して承たす充分一様な集合側が

存在する．

平均操作は二重で，

即(‘)}=再読会二r身(‘）……(2)

剛(認)}=唖方にT'(鯵)血……(3)
値分布の情報はかなり失われてしまう．

ぴ＞１ではBohrによる一様概周期性（u・a.p､）が成

立し，〈;のとる全ての値αに対してα点の個数は

|＃|＜ＴでjVb(T)～O(T）が導かれる．

１/2＜ぴ≦１に於ても，やはりＯ(Ｔ）がゼロ以外の

全ての値についてわかっている2)．これらはＢａ.p､と

関連はあると思われる．ところが人間には解けないか

も知れないリーマンの予想によればゼロは存在しない．

この予想を正しいとすると，〈;のとり得る全ての値

に対してＯ(Ｔ）がいえることになる．

そこで，逆に，この結果を導く様な，近似的な概周

期性を構成予測して承ることにする．候補はｕ・a.p、

とＢ､a.p・の中間的なもの，

MII:瓢'(‘+吟)-f(‘)'"<‘……(4)

が，任意に与えられた垂に対して承たされる様な，

充分一様な集合｛でf｝が存在する，というものである．

鉱についての条件がｆｏｒall釘ではなくて，givenａｎｙ

鉱であるところが，一般化概周期性と呼ぶにふさわし

くないので近似的としておく．（4)はjVb(Ｔ)～KhTを

導くべくつくられている．

１/2＜〃で証明できないのは当然であるが，グー１で

は可能である．そこでは素数定理の帰結として簡単に

できるが，以下の形は１/2＜ぴにして概略を示す．

2．計算の概要

Ｍ＃{に卸に(’+吟)-眉(‘)'伽｝……(5)
のタイプの極限値の存在は全ての範，任意のａ.p・Set

側について既に知られている．

〔(#)＝(1-2'-‘-"）〈;(ぴ＋"）

である．(5)の評価を適当な｛でj｝について行う．求

めるのは不等式であるから，要求される精度の下では，

極限値の存在から，脇の無限和は有限和で近似でき

るからＭと#積分の順序は余り気にしないでおく．

（5)は(6)より小さい，（Z積分をしばらくはずして

おく）

［Ｍ;{に(#＋で,)一億(＃)'2}]'/２・・…．(6)

Minkowskiの不等式により

≦[Ｍ》にⅣ(z＋で‘)－Ejv(t)'2]'/ｚ

＋[必に(#＋で‘)一（;jv(ﾒ＋rli)'2]'/２

＋[雌に(#)一〈;N(#)門ﾕﾉ２……(7)
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ここで

～〃（－')"~’……(8)《'v=愚７両一

である．

｛吟｝としてｕ・a.p・関数（;Ｎの概周期の内で整数と

一致するものＥ{e，層,v｝をとると，(7)の第一項はｇ

より小さい

（8)はjV＝･ＣＯで広義の一様収束であるから，＃に応

じて充分大きなⅣをとれば(7)の第３項はｅより小

さ い

｛吟｝は上記によって，次の形の連立不等式

｜砂'"''-11＜６，が＝２，…，Ⅳ……(9)

を承たす整数である（6はＭｅに応じて小さな数で

ある)，かつ”の素因数について｜で妙|＜γ（mode

2元）なるものとする．

(7)の第２項の評価には工夫が要る．自然数が＝0,1,

…，ｏｏは素数Ｐ,＝２，Ｐ２＝３，……に因数分解して考

える．

脇=に,‘ｗ)…にγα(吻態）

×仏‘ｗ震趣)に,‘(『‘抑圏)………(,0）
に注意する．但し被積分関数の吟をでとし，ｒﾉ"邦の

邦は素因数に分解，そして各々の副"'『を独立変数と

承なす．'露はⅣより大きくない最大の素数である．

積分⑩をMonteCarlo法で計算したのが脇である

と考えればよい．１つの整数及びJ秒r，γ＝1,2,…ＣＯ

の組が互に一次独立であることによる．

（７）の第２項の中味は，積分をハの部分の承行っ

て，

Ｍ)に(＃＋で,)－<;jv(#＋で,)'２

＝Mi{|('-2…")異卿F7美=雨|，

又

偲五=;=壷－１)+|('－２'-,=‘")〃ｐ三脚

IこすL扇言祷ｱー層N(s+鵡)|z｝……('１ノ

(1-21~，)g脚下｣戸r≦2{|(1-21~鼠)"－Ｌｐ≦"１－，~ｓ

一層"|２+に卿'圏｝
であるから，(7)の第２項が小さくなるかどうかは，

Ｍ;|('-2‘-,-‘")愚五二7;L寿『-<卿(州ｒ
にかかっている．素数定理からは，オイラー積がぴ＝

１，メ≠０で成立が導れているので，グー１の線上では，

証明は可能である．びく１については何もわからない．

オイラー積が実軸以外のび＞1/２で成立していること

も感じさせる．ノ"との特異点について，連分数の収束

域に似た形式をとることもあり得よう．
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